
                          

は
じ
め
に 

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十 

 

三
）
「
公
文
書
等
の
管
理
に 

 

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ 

 

た
の
を
契
機
と
し
て
、
公
文 

書
を
歴
史
資
料
と
し
て
保 

存
す
る
動
き
が
高
ま
り
を 

み
せ
て
い
る
。
山
形
県
に
お 

い
て
も
二
〇
一
五
年
に
山 

形
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
が 

設
立
さ
れ
、
二
〇
一
九
年 

（
平
成
三
十
一
）
制
定
の 

「
山
形
県
公
文
書
等
の
管 

理
に
関
す
る
条
例
」
で
歴
史 

資
料
と
し
て
重
要
な
県
の 

公
文
書
は
「
特
定
歴
史
公
文 

書
」
と
し
て
、
永
久
に
保
存 

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
先
行
し
て
国
や
都
道
府
県
に
お
い

て
公
文
書
を
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
動
き
も
活
発

に
な
っ
て
き
て
い
る
（
表
）
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
公

文
書
の
中
で
も
、
県
史
資
料
室
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る

郡
役
所
文
書
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
山

形
県
に
お
い
て
公
文
書
を
保
存
す
る
意
義
を
考
え
て

み
た
い
。 

一 

「
郡
」・
郡
役
所
文
書
と
は
？ 

「
郡
」
と
聞
く
と
、
今
で
は
都
道
府
県
よ
り
小
さ
く
、

市
町
村
よ
り
も
大
き
い
、
単
な
る
地
域
を
示
す
概
念
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
前
に
お
い
て

は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
と
同
様
、
独
自
の
役
所
（
郡

役
所
）・
議
会
（
郡
会
）・
予
算
（
郡
費
）
を
持
つ
自
治

体
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。「
郡
」 

は
一
八
七
八
年
（
明

治
十
一
）
の
郡
区
町
村
編
成
法
に
よ
っ
て
成
立
し
、
一

九
二
一
年
（
大
正
十
）
に
郡
制
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で

終
焉
を
迎
え
る
が
、
郡
役
所
自
体
は
一
九
二
六
年
（
大

正
十
五
）
ま
で
機
能
し
た
。
山
形
県
の
場
合
は
、
初
代
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〈
特
別
寄
稿
〉

山
形
県
に
残
る
郡
役
所
文
書 

山
形
大
学
学
術
研
究
院
准
教
授
（
人
文
社
会
科
学
部
主
担
当
） 

小 

幡 

圭 

祐 

 

 

（
図
１
）
小
桜
館
（
旧
西
置
賜
郡
役
所
） 



県
令
・
三
島
通
庸
の
在
任
中
に
、
南
村
山
郡
・
東
村
山

郡
・
西
村
山
郡
・
北
村
山
郡
・
最
上
郡
・
飽
海
郡
・
東

田
川
郡
・
西
田
川
郡
・
西
置
賜
郡
・
東
置
賜
郡
・
南
置

賜
郡
の
一
一
郡
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
山
形
に
お
住
い

の
方
に
と
っ
て
は
、
自
治
体
と
し
て
の
「
郡
」
よ
り
も
、

長
井
市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
小
桜
館
（
旧
西

置
賜
郡
役
所
）（
図
１
）
な
ど
の
よ
う
な
擬
洋
風
で
建
て

ら
れ
た
郡
役
所
の
建
物
の
方
が
馴
染
み
深
い
か
も
し

れ
な
い
。 

郡
役
所
文
書
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
郡
役
所
で
作
成
・

収
受
さ
れ
た
公
文
書
で
あ
る
。「
郡
」
の
活
動
に
よ
っ
て

生
じ
た
公
文
書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
郡
」
に
所
属
す 

る

基

礎

自

治

体 

（
町
村
）
か
ら
の 

さ
ま
ざ
ま
な
上
申 

や
、
郡
の
上
位
に 

位
置
す
る
府
県
・ 

国
か
ら
の
指
令
、 

 

府
県
や
国
へ
の
上 

申
の
控
な
ど
、
府 

県
・
国
に
ま
つ
わ 

る
さ
ま
ざ
ま
な
情 

報
を
も
含
ん
で
い 

る
。
郡
役
所
文
書 

を
網
羅
的
に
考
察 

し
た
丑
木
幸
男
氏 

 

の
同
編
刊
『
郡
役
所

文
書
の
研
究
』（
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
と
、「
郡
」
が

町
村
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
住
民
情
報
を
集
約
し
、
府
県

ひ
い
て
は
国
の
政
策
立
案
に
反
映
す
る
と
い
う
重
要

な
機
能
を
担
っ
て
い
た
も
の
の
、「
郡
」
組
織
が
廃
絶
し

た
こ
と
で
全
国
的
に
廃
棄
さ
れ
る
例
が
多
い
た
め
、
戦

前
の
公
文
書
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
貴
重
な
存
在
で
あ

る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

二 

山
形
県
の
郡
役
所
文
書 

そ
れ
で
は
、
山
形
県
に
お
い
て
郡
役
所
文
書
は
ど
れ 

だ
け
残
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

丑
木
氏
は
、
全

国
の
史
料
保
存
利
用
機
関
に
対
し
て
郡
役
所
文
書
の

所
在
情
報
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
実
は
山
形

県
の
郡
役
所
文
書
は
こ
こ
で
は
調
査
対
象
と
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「《
資
料
紹
介 

県
史
資
料
室

資
料
》
西
村
山
郡
役
所
史
料
「
地
理
一
途
」「
土
木
一
途
」」

（『
山
形
県
県
史
だ
よ
り
』
第
一
七
号
、
二
〇
二
〇
年
）

に
よ
っ
て
県
史
資
料
室
に
西
村
山
郡
役
所
文
書
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
山
形
県

に
お
い
て
も
郡
役
所
文
書
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。 

そ
こ
で
筆
者
は
、
県
史
資
料
室
に
配
架
さ
れ
た
目
録

類
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
た
情
報
を
も

と
に
、
可
能
な
範
囲
で
山
形
県
の
郡
役
所
文
書
の
所
在

調
査
を
行
っ
て
み
た
。
一
部
の
史
料
保
存
機
関
に
は
、

文
書
の
来
歴
な
ど
に
つ
い
て
の
追
加
調
査
も
お
願
い

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
も
相
ま
っ
て
完
全
な
調
査
と
は

言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
調
査
し
た
結
果
を
こ
こ

に
共
有
し
た
い
。 

㈠ 

県
史
資
料
室
所
蔵
「
西
村
山
郡
役
所
史
料
」 

先
に
紹
介
し
た
「《
資
料
紹
介 

県
史
資
料
室
資
料
》

西
村
山
郡
役
所
史
料
「
地
理
一
途
」「
土
木
一
途
」」
に

よ
る
と
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
）
四
月
に
、
寒

河
江
建
設
事
務
所
が
西
村
山
合
同
庁
舎
（
現
在
の
村
山

総
合
支
庁
西
村
山
地
域
振
興
局
）
に
移
転
す
る
に
際
し

て
、
旧
西
村
山
郡
役
所
で
作
成
・
保
管
さ
れ
て
き
た
簿

冊
を
当
時
の
県
史
編
さ
ん
室
が
引
き
継
い
だ
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。 

② 

○国指定重要文化財

・「京都府行政文書」（江戸～昭和の15407点、府庁文書12641点・府庁史料2100

点・郡役所文書249点・豊岡県大区区務所文書18点・宮津藩政記録389点、2002年6月

26日国指定）

・「山口県行政文書」（江戸～昭和の13549点、県庁文書12597点・郡役所文書952

点、2005年6月9日国指定）

・「埼玉県行政文書」（明治初年～昭和22年の11259点、戦前期文書・埼玉県報・社

寺明細帳、2006年3月17日県指定、2009年7月10日国指定）

・「群馬県行政文書」（明治2～昭和20年の17858点、郡役所文書を含む明治～昭和

戦前期行政文書・議会図書室収集行政文書・明治期地図等・県議会文書・群馬県報・

官報、2007年3月県指定、2010年6月29日国指定）

・「東京府・東京市行政文書」（明治～昭和の33807点、府文書・市文書・郡役所文

書・区役所文書・編入町村役場文書、2004年3月都指定、2014年8月21日国指定）

○都道府県指定文化財

・「長野県行政文書」（江戸～昭和期の10783点、2008年1月県指定）

・「奈良県行政文書」（明治～大正の6695点、県庁文書・郡役所文書、2009年3月31

日県指定）

・「三重県行政文書」（幕末～昭和32年、11643点、郡役所文書含む県庁文書7301

点・絵図地図類4342点、2010年3月11日県指定）

・「秋田県行政文書」（慶応元年～昭和22年、20748点、郡役所文書を含む、2010年

3月12日県指定）

・「滋賀県行政文書」（9068点、郡役所文書を含む、2013年3月県指定）

※国指定については「国指定文化財等データベース」

（https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index）、都道府県指定については各都道府

県のウェブページなどを参照。

（表）文化財となった公文書 



文
書
の
点
数
は
八
七
点
で
あ
る
。
郡
役
所
に
は
、
一

八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
の
「
郡
務
取
扱
規
定
改
定
ニ

付
達
」
に
よ
り
庶
務
・
衛
生
を
掌
る
第
一
科
、
勧
業
・

学
務
を
掌
る
第
二
科
、
地
理
・
土
木
・
租
税
・
出
納
を

掌
る
第
三
科
が
置
か
れ
た
が
、
本
文
書
は
こ
の
う
ち
第

三
科
が
作
成
し
た 
「
地
理
一
途
」「
土
木
一
途
」
と
題

す
る
文
書
を
中
心
と
す
る
（
図
２
）。 

㈡ 

光
丘
文
庫
所
蔵
「
飽
海
郡
役
所
資
料
」 

光
丘
文
庫
は
酒
田
市
立
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
よ
る
と
本
間
家
三
代
の
光
丘
を
顕
彰
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
頌
徳
会
が
、
八
代
光
弥
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

一
〇
万
円
を
原
資
と
し
て
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）

に
先
祖
伝
来
の
蔵
書
を
保
存
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
と
あ
る
。
山
形
県
師
範
学
校
編
刊
『
郷
土
研
究

資
料
目
録
並
解
説
』（
一
九
三
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
光
丘
文
庫
の
目
録
に
よ
る
と
、
す
で
に
こ
の
段
階
で

「
元
飽
海
郡
役
所
書
類
」
と
し
て
所
蔵
が
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
飽
海
郡
役
所
の
廃
止
か
ら
遠
か
ら
ぬ
時
期

に
光
丘
文
庫
の
所
蔵
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

光
丘
文
庫
編
『
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
国
書
分
類

目
録
』（
酒
田
市
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
と
「
飽
海
郡

役
所
資
料
」（
郡
役
所
一
～
六
二
）
と
し
て
一
〇
〇
冊
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
酒
田
市
立
図
書
館
の
「
光
丘
文

庫
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
」
で
確
認
す
る
と
一
四
四

点
が
ヒ
ッ
ト
す
る
の
で
、
実
数
は
一
四
四
点
と
考
え
ら

れ
る
。
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
九
月
五
日
制
定
の
「
山

形
県
郡
役
所
処
務
細
則
」
に
よ
る
と
、
郡
役
所
に
は
、

諸
令
の
交
付
・
郡
会
・
郡
費
・
土
木
・
営
繕
・
地
理
・

衛
生
・
統
計
な
ど
を
掌
る
庶
務
係
、
学
校
・
図
書
館
・

青
年
団
・
婦
人
会
な
ど
を
掌
る
学
務
係
、
徴
兵
・
軍
人

軍
属
・
戸
籍
・
神
社
・
寺
院
宗
教
な
ど
を
掌
る
社
寺
兵

事
係
、
農
工
商
業
な
ど
の
産
業
・
通
信
・
特
許
・
銀
行
・

移
民
・
農
会
・
産
業
組
合
な
ど
を
掌
る
勧
業
係
、
郡
有

財
産
・
郡
費
決
算
・
徴
税
会
計
な
ど
を
掌
る
会
計
係
の

五
係
を
置
く
と
し
て
い
た
（『
郡
役
所
文
書
の
研
究
』
一

四
九
～
一
五
〇
頁
）。
本
文
書
の
表
題
を
見
る
と
、
庶
務

係
系
統
で
は
「
飽
海
郡
通
常
会
決
議
録
」「
議
事
堂
改
築

書
類
」
な
ど
、
学
務
係
系
統
で
は
「
酒
田
市
中
学
校
資

金
献
納
調
」「
愛
国
婦
人
会
町
村
年
醵
金
送
納
仕
分
書
」

な
ど
、
社
寺
兵
事
係
系
統
で
は
「
戦
時
経
営
調
綴
」「
神

社
一
途
」「
寺
院
之
部
」
な
ど
、
勧
業
係
系
統
で
は
、「
森

林
一
途
」「
鉄
道
関
係
一
途
」
な
ど
、
会
計
係
系
統
で
は

「
飽
海
郡
役
所
会
計
関
係
書
類
綴
」
な
ど
が
あ
り
、「
郡
」

の
職
掌
に
応
じ
た
文
書
が
網
羅
的
に
収
め
ら
れ
て
い

る
点
に
特
徴
を
有
す
る
。 

㈢ 

新
庄
市
立
図
書
館
所
蔵
「
旧
最
上
郡
役
所
資
料
」 

県
史
資
料
室
に
は
、
新
庄
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
「
旧
最
上
郡
役
所
資
料
」
を
複
写
し
た
モ
ノ
ク

ロ
の
紙
焼
き
本
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
同
館

に
所
在
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
は
同
館
の

所
蔵
資
料
に
該
当
す
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
同
館
の
貴

重
な
資
料
は
新
庄
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
に
移
管

③  

  

（図２）「西村山郡役所史料」中の 

  「地理一途」「土木一途」（県史資料室所蔵） 

（図３）「旧最上郡役所資料」（写） 

      （県史資料室所蔵） 



さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
ち
ら
で
も
調

査
い
た
だ
い
た
が
、
該
当
す
る
資
料
は
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
さ
ら
な
る
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。 

文
書
の
点
数
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
県

史
資
料
室
の
紙
焼
き
本
の
表
題
だ
け
示
す
と
、 

「
大
正

二
年 

水
害
凶
作
災
害
関
係
」
「
大
正
六
年 

実
科
高

等
女
学
校
関
係
」
「
学
務 
例
規
綴
」
「
大
正
十
二
年 

労
働
統
計
調
査
関
係
書
類
」
「
大
正
十
二
年
九
月 

関

東
地
方
東
京
震
災
関
係
書
類
綴
」
「
学
務 

自
大
正
七

年
至
大
正
十
一
年 

校
舎
校
地
設
備
関
係
書
類
」
「
庶

務
掛 

自
明
治
四
十
二
年
至
大
正
元
年 
郡
会
関
係

書
類
綴
」
と
、
第
一
科
～
庶
務
係
系
統
と
第
二
科
～
学

務
係
系
統
が
多
い
印
象
で
あ
る
。 

㈣ 

西
田
川
郡
役
所
文
書 

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
郡
役
所
文
書
は
、
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
た
状
態
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
所
蔵
さ
れ

て
い
た
）
例
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、
複
数
の
所
蔵
機
関
に
泣
き
別
れ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。 

例
え
ば
、
西
田
川
郡
役
所
の
例
が
あ
る
。 

西
田
川
郡
の
郡
役
所
文
書
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

も
の
と
し
て
、
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
「
勧
業
諸

伺
届
上
款
」
と
題
さ
れ
た
簿
冊
が
あ
る
。
県
史
資
料
室

で
所
蔵
す
る
複
写
物
を
見
る
と
、
表
紙
に
は
「
明
治
十

七
年 

勧
業
諸
願
伺
届
上
款 

第
二
科
」 

と
あ
り
、
勧

業
・
学
務
を
掌
る
第
二
科
が
作
成
・
収
受
し
た
文
書
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松
ケ
岡
開
墾
場
な
ど
産
業
関
係

の
伺
・
上
申
・
願
な
ど
へ
の
対
応
関
係
書
類
を
所
収
し

て
い
る
。 

も
う
一
つ
は
山
形
県
立
博
物
館
所
蔵
「
長
井
政
太
郎

収
集
資
料
」
中
の
一
点
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
鶴
岡
町 

各
大
字
ニ
達
ス
ル
里
程
調 

西
田
川
郡
役
所
」
と
あ
り
、

郡
役
所
が
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
と
し
て

は
、
鶴
岡
町
か
ら
郡
内
の
各
町
・
大
字
ま
で
の
距
離
を

調
べ
た
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
。
職
掌
か
ら
鑑
み
る
に

第
一
科
系
統
で
あ
ろ
う
か
。 

大
喜
直
彦
「
〈
特
別
寄
稿
〉
二
日
町
へ
よ
う
こ
そ
❤
」

（
『
山
形
県
県
史
だ
よ
り
』
第
一
八
号
、
二
〇
二
一
年
）

に
も
あ
る
よ
う
に
、
長
井
政
太
郎
は
山
形
県
柴
橋
村

（
現
寒
河
江
市
）
の
生
ま
れ
で
、
山
形
県
師
範
学
校
の

教
諭
を
す
る
か
た
わ
ら
地
理
学
・
歴
史
学
を
志
し
、
県

内
の
古
文
書
の
収
集
に
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
文
書
は
山
形
県
立
博
物
館
の
ほ
か
、
文
翔

館
・
山
形
大
学
附
属
博
物
館
で
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

長
井
が
文
書
を
収
集
し
た
こ
ろ
に
は
、
既
に
西
田
川
郡

役
所
の
公
文
書
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

お
わ
り
に 

以
上
、「
郡
」
や
郡
役
所
文
書
の
概
要
、
山
形
県
の
郡

役
所
文
書
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
山
形
県
に
は
県
史

資
料
室
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
の
史
料
保
存
機
関
に
郡

役
所
文
書
の
所
蔵
が
確
認
で
き
、
一
部
は
比
較
的
ま
と

ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、

今
回
の
調
査
は
お
お
ざ
っ
ぱ
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
現

在
は
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る

た
め
、
詳
細
な
調
査
が
今
後
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
も
し
、
山
形
県
の
郡
役
所
文
書
に
つ
い
て
の
情
報

を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
県
史
資
料
室
ま

で
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。 

山
形
県
に
お
け
る
郡
役
所
文
書
の
存
在
は
、
特
に
本

県
設
立
以
来
の
公
文
書
が
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）

の
山
形
市
火
災
で
そ
の
大
半
が
灰
燼
に
帰
し
た
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
県
の
近
代
の
歩
み
を
伝
え

る
資
料
と
し
て
そ
の
他
の
都
道
府
県
に
も
増
し
て
大

変
貴
重
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
本
県
に
は
、

旧
西
田
川
郡
役
所
（
国
指
定
文
化
財
）・
旧
西
村
山
郡
役

所
・
旧
東
田
川
郡
役
所
・
旧
東
村
山
郡
役
所
（
県
指
定

文
化
財
）・
旧
西
置
賜
郡
役
所
な
ど
、
全
国
の
都
道
府
県

で
最
も
郡
役
所
建
物
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
価
値
を
相
補
す
る
存
在
と
し

て
も
、
山
形
県
の
郡
役
所
文
書
は
重
要
な
意
義
を
有
す

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

謝
辞 本

稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
酒
田
市
立
光
丘
文
庫

の
小
野
寺
雅
昭
氏
、
な
ら
び
に
新
庄
市
立
図
書
館
に
郡

役
所
文
書
の
来
歴
に
つ
い
て
種
々
御
教
示
を
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

 

④ 



図１ 「県民の室」旧県庁前 

（昭和34年10月撮影） 

      

本
県
史
資
料
室
に
は
、
平
成
十
一
年
度
以
前
に
県
の
広
報

室
か
ら
引
き
継
い
だ
写
真
が
一
九
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
整
理

さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
大
半
が
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
一
日
に

創
刊
さ
れ
た
県
政
広
報
誌
『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
の
作
成
に
あ

た
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
す
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
五
十

年
代
の
写
真
が
多
く
、
お
よ
そ
一
二
〇
〇
枚
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
昭
和
三
十
四
年
十
月
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
を
通
し
て
、
当
時
の
県
政
の
様
子
を
み
て
い
き

ま
す
。
図
１
で
は
、
二
人
の
男
性
が
県
庁
（
現
、
文
翔
館
）

入
り
口
に
あ
る
「
県
民
の
室
」
と
書
か
れ
た
看
板
に
見
入
っ

て
い
ま
す
。
看
板
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

県 

民 

の 

室 

県
民
の
皆
さ
ん
、 

ど
な
た
も
御
遠
慮
な
く
お
出
で
下
さ
い
。 

・
県
政
に
つ
い
て
の
御
意
見
や
御
要
望
、
苦
情
な
ど
お
聞

か
せ
下
さ
い
。 

・
県
政
の
問
題
に
つ
い
て
、
と
く
と
話
合
い
ま
し
ょ
う
。 

・
業
務
上
の
御
相
談
や
庁
内
の
案
内
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
申
付
下
さ
い
。 

・
其
の
他
、
休
憩
、
連
絡
な
ど
に
も
御
利
用
下
さ
い
。 

 

図
２
は
、「
県
民
の
室
」
の
様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

一
体
、
こ
の
「
県
民
の
室
」
は
何
を
す
る
室
な
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
い
つ
、
ど
ん
な
目
的
で
設
置
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
第
九
五
号
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
十

五
日
発
行
）
に
、「
県
民
の
室
」
が
開
設
さ
れ
た
時
の
こ
と
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

県
庁
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
県
民
の
室
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
と
も
し
ま
す
と
、
県
庁
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
し
か
つ

め
ら
し
く
ま
た
、
い
か
め
し
い
感
じ
の
す
る
と
こ
ろ
と
い

う
見
方
も
多
か
つ
た
よ
う
で
す
が
皆
さ
ん
が
県
庁
を
訪

ね
た
と
き
に
、
安
ら
か
な
落
着
い
た
気
持
で
、
御
用
が
た

さ
れ
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
は
、
皆
さ
ん
が

陳
情
と
か
事
務
相
談
、
あ
る
い
は
連
絡
の
た
め
に
県
庁
を

た
づ
ね
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
県
民
の
皆
さ
ん
方
か
ら
の

要
請
、
つ
ま
り
皆
さ
ん
の
生
活
か
ら
、
じ
か
に
も
り
上
つ

て
く
る
声
を
聞
き
、
ま
た
広
報
、
公
聴
事
務
の
連
絡
を
速

く
丁
寧
に
、
お
ち
な
く
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県
民
室
を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
要
請
な

り
相
談
な
り
を
受
け
た
と
き
は
、
書
類
に
よ
る
も
の
と
面

接
と
に
分
け
て
、「
公
聴
カ
ー
ド
」
に
内
容
を
く
わ
し
く
か

き
、
重
要
な
も
の
は
、
知
事
に
み
て
貰
い
、
関
係
す
る
部

課
長
の
意
見
を
求
め
て
処
理
し
、
御
回
答
い
た
し
ま
す
。

簡
単
な
陳
情
や
事
務
相
談
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
そ
の

場
で
解
決
が
で
き
る
よ
う
、
各
課
か
ら
係
員
に
来
て
も
ら

つ
た
り
、
関
係
課
に
御
案
内
し
た
り
し
て
、
直
接
意
見
を

 

図２ 「県民の室」（昭和34年10月撮影） 

《
資
料
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史
資
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県
民
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の
写
真
か
ら 

⑤ 



申
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
県
庁
全
体

を
と
お
し
て
、
総
合
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
、
一
方
に
と
ら
は
れ
る
こ
と
な
く
、
し
つ
か
り
し
た

処
理
の
方
針
を
た
て
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
、
県
庁

御
来
訪
の
折
は
、
ど
な
た
も
御
遠
慮
な
く
「
県
民
の
室
」

を
御
利
用
下
さ
い
、
県
行
政
の
参
考
資
料
や
、
市
町
村
で

発
行
し
て
い
る
「
広
報
誌
」
な
ど
も
御
覧
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。（
原
文
一
部
抜
粋
） 

「
県
民
の
室
」
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
四

月
一
日
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
開
設
の
目
的
や
利
用
の
仕
方
、

公
聴
（
相
談
）
の
流
れ
な
ど
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
翌
月
の
『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
第
九
六
号
（
昭
和
二

十
九
年
五
月
十
五
日
発
行
）
で
は
、
巻
頭
一
面
に
大
き
く
団

ら
ん
す
る
「
県
民
の
室
」
の
写
真
を
載
せ
（
図
３
）、「
御
利

用
下
さ
い 

県
民
の
室
」
と
県
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

当
時
の
知
事
は
、
戦
後
の
山
形
県
政
を
担
っ
て
き
た
村
山

道
雄
で
す
。
兵
庫
県
出
身
の
村
山
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
二

十
七
日
に
三
一
代
山
形
県
知
事
（
官
選
）
に
就
任
し
ま
し
た

が
、
一
年
後
に
退
任
。
同
二
十
二
年
四
月
、
初
の
県
知
事
選

挙
を
勝
ち
抜
き
、
民
選
知
事
を
二
期
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
村
山
知
事
は
民
選
知
事
就
任
直
後
の
二
十
二
年
六
月

の
県
議
会
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、「
政
府
の
経
済
危
機
の

実
態
報
告
と
国
民
の
徹
底
的
な
耐
久
生
活
の
実
践
の
訴
え

を
受
け
と
め
る
と
と
も
に
、
新
憲
法
を
基
調
と
す
る
民
主
化

と
健
全
な
勤
労
お
よ
び
経
済
の
再
建
を
図
る
こ
と
が
県
政

の
大
方
針
で
す
」（『
山
形
県
史
』
通
史
編 

第
七
巻
）
と
述

べ
、
戦
後
連
合
国
の
占
領
下
、
新
し
い
民
主
主
義
政
治
へ
の

施
策
を
次
々
と
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期
の
『
県
民 

 

の
あ
ゆ
み
』
で
は
、
県
民
に
向
け
て
新 

 

し
い
選
挙
制
度
や
新
法
令
の
解
説
、
新 

 

し
い
制
度
の
啓
発
、
教
育
制
度
、
衛
生 

 

問
題
、
租
税
と
貯
蓄
、
労
働
問
題
、
国 

 

民
の
祝
日
、
農
業
普
及
事
業
、
病
気
・ 

 
伝
染
病
等
々
身
近
な
情
報
を
非
常
に
分 

 

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
三
代
目
の
山
形
軍
政 

部
カ
ス
タ
ー
司
令
官
の
も
と
、
県
民
が 

 

自
分
の
声
を
上
げ
る
べ
く
「
公
聴
会
」 

 

の
開
催
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭 

 

和
二
十
四
年
二
月
十
日
に
初
め
て
県
議

会
議
事
堂
で
「
縣
政
、
市
政
に
何
を
望
む
か
山
形
市
民
の
声

を
聞
く
会
」
が
開
か
れ
、
カ
ス
タ
ー
司
令
官
は
冒
頭
の
挨
拶

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。（『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
第

十
号
（
昭
和
二
十
四
年
二
月
十
五
日
発
行
） 

山
形
縣
と
し
て
初
の
試
み
で
あ
る
こ
の
公
聽
會
の
開
催

に
あ
た
り
、
各
關
係
者
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
公
聽
會

は
民
主
主
義
を
訓
練
す
る
好
機
會
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
於

て
成
功
を
お
さ
め
た
實
例
を
持
つ
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ

る
學
校
が
非
常
に
破
損
し
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

と
い
う
問
題
が
あ
つ
た
。
公
聽
會
に
取
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
、

あ
る
材
木
商
が
自
分
の
木
材
を
提
供
し
よ
う
と
申
し
出

た
。
こ
れ
は
一
つ
の
實
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
多
く
の
問
題

は
皆
さ
ん
の
役
人
と
一
緒
に
議
論
す
る
こ
と
に
依
つ
て

達
成
さ
れ
、
解
決
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
思
う
。

縣
及
び
市
の
役
人
に
も
い
ろ
〱
行
政
上
の
欠
點
が
あ
る

だ
ろ
う
。
軍
政
部
に
も
欠
點
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
時
は
遠
慮
な
く
申
し
出
て
な
お
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
な

お
す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
を
ス
タ
ー

ト
と
し
て
各
地
に
公
聽
會
が
開
か
れ
る
こ
と
を
希
望
す

る
。 

公
聴
会
は
日
本
の
民
主
主
義
を
訓
練
す
る
好
機
会
で
あ

る
と
し
て
、
役
人
と
一
緒
に
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成

さ
れ
解
決
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
、
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
こ
の
時
は
、
集
ま
っ
た
熱
心
な
市
民
か
ら
、
税
金
が

荷
重
に
過
ぎ
る
こ
と
や
引
揚
者
の
生
活
保
護
に
つ
い
て
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

図３ 『県民のあゆみ』第96号（昭和29年5月号） 
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『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
第
一
七
号
（
昭
和
二
十
四
年
五
月
十

七
日
発
行
）
に
は
、
山
形
県
で
は
同
年
四
月
か
ら
渉
外
課
と

文
書
課
広
報
係
と
の
協
同
に
よ
っ
て
、
県
民
の
一
般
世
論
を

広
聴
し
て
円
滑
な
県
政
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
県
下
各
市

町
村
で
公
聴
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

四
月
二
十
三
日
に
湯
田
川
村
で
行
わ
れ
た
公
聴
会
で
は
、

「
共
同
浴
場
の
衛
生
設
備
に
つ
い
て
」「
乗
合
自
動
車
に
つ

い
て
」「
学
校
五
日
制
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

同
年
七
月
、
山
形
軍
政
部
は
山
形
民
事
部
と
改
称
し
、
民

事
部
長
と
な
っ
た
カ
ス
タ
ー
司
令
官
は
同
月
ま
で
の
任
期

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
退
任
に
あ
た
り
、
山
形
県
民
に
向

け
て
次
の
よ
う
な
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

山
形
県
民
の
み
な
さ
ん
え 

本
年
二
月
十
日
初
め
て
山
形
市
に
お
い
て
第
一
回
の
公

聴
会
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
県
下
一
般
に
同
様
の
会
が
逐

次
開
催
さ
れ
た
。 

当
初
私
は
こ
の
公
聴
会
が
よ
り
よ
き
政
治
を
生
み
、
官
民

間
の
意
志
疎
通
を
図
る
上
に
多
大
の
貢
献
あ
る
を
確
信

し
、
継
続
的
に
こ
の
会
を
開
く
よ
う
勧
奨
し
た
の
で
あ
る
。 

私
は
こ
の
公
聴
会
が
み
な
さ
ん
の
社
会
生
活
の
肝
要
な

一
部
で
あ
り
官
民
相
互
の
理
解
を
深
め
、
み
ん
な
が
一
緒

に
な
っ
て
社
会
及
び
生
活
の
改
善
の
た
め
に
努
力
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
官
民
共
に
こ
の
会
の
開
催
を
奨
励

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

こ
の
会
は
民
主
主
義
を
実
践
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

本
会
を
ま
だ
一
回
し
か
開
催
し
て
い
な
い
町
村
が
あ
る

の
は
遺
憾
で
あ
る
。
こ
れ
は
役
人
が
民
衆
と
接
触
し
な
い

で
、
役
所
と
い
う
殻
の
中
に
籠
っ
て
政
治
を
し
た
い
と
思

う
念
か
ら
か
、
又
は
自
分
達
を
選
ん
で
呉
れ
た
人
達
の
願

い
や
福
祉
を
顧
み
よ
う
と
し
な
い
念
か
ら
起
る
も
の
と

思
う
。
同
時
に
又
一
般
民
衆
が
自
分
達
の
生
活
改
善
に
充

分
な
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
に
公
聴
会
の
開
催
を

主
張
し
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。 

み
な
さ
ん
え
の
最
後
の
訴
え
と
し
て
、
私
は
み
な
さ
ん
が

こ
の
会
が
継
続
的
に
開
か
れ
る
よ
う
各
自
の
本
分
を
尽

く
す
と
共
に
、
み
な
さ
ん
が
そ
れ
に
出
席
し
て
、
み
な
さ

ん
の
政
治
と
み
な
さ
ん
の
役
人
を
一
層
よ
く
知
る
よ
う

真
摯
な
努
力
を
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。 

最
後
に
最
も
よ
き
市
民
と
は
事
情
に
よ
く
精
通
し
た
人

で
あ
る
こ
と
を
記
憶
し
て
下
さ
い
。 

昭
和
二
十
四
年
八
月
一
日 

山
形
民
事
部
長 

カ
ス
タ
ー
中
佐 

 
 

 

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
サ
ン
シ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
が
発

効
さ
れ
、
日
本
は
独
立
国
家
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

占
領
下
で
山
形
県
民
が
体
験
し
た
公
聴
会
と
い
う
主
権
者

意
識
を
育
て
る
民
主
主
義
実
現
の
方
法
と
そ
の
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
そ
の
後
の
県
政
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
県
民
室
」
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
歴
史
の
流

れ
の
中
、
初
め
て
の
公
聴
会
か
ら
お
よ
そ
五
年
後
の
こ
と
で

し
た
。 

そ
し
て
、
翌
三
十
年
、
村
山
を
破
り
三
五
代
知
事
と
な
っ

た
安
孫
子
藤
吉
も
、
二
月
二
十
四
日
の
初
登
庁
後
の
記
者
会

見
で
、
四
つ
の
県
政
方
針
の
一
つ
と
し
て
、「
県
民
の
声
を
き

き
、
現
実
に
も
と
づ
い
た
行
政
を
行
う
こ
と
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
。（『
山
形
県
議
会
八
十
年
史
』Ⅳ

昭
和
後
篇
） 

左
の
表
は
、
同
年
安
孫
子
県
政
の
始
ま
っ
た
直
後
の
四
月

か
ら
十
月
ま
で
の
「
県
民
の
室
」
に
寄
せ
ら
れ
た
請
願
・
陳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　情　（請　願）　書　の　受　理　調　査　表

区分　　　　　　　　　月別　　　　　　　
４
月

総
務

５
月

文
教

６
月

民
生

７
月

衛
生

８
月

農
林

９
月

農
地

経10
済月

計

県 費 助 成 1 15 16 6 2 15 5 60
災 害 復 旧 ― ― 2 23 4 1 1 31
改 良 拡 充 6 6 11 7 ― 7 2 39
補 償 1 2 2 1 ― ― 3 9
負 担 の 軽 減 ― 1 2 1 1 3 2 10
営造物その他の設置 2 3 5 6 2 2 2 22
誘 致 関 係 ― 1 3 ― ― 1 ― 5
斡 旋 依 頼 1 ― ― 1 ― 2 1 5
反 対 運 動 3 6 1 5 1 1 16 33
町 村 合 併 関 係 2 3 3 2 4 4 ― 18
事 業 促 進 継 続 3 2 6 4 2 5 3 25
そ の 他 13 12 20 13 7 23 10 98

計 32 51 71 69 23 64 45 355
　　　　　　1955.12月号「県民のあゆみ」第114号  
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情
の
件
数
一
覧
で
す
。『
県
民
の
あ
ゆ
み
』
第
百
十
四
号
（
昭

和
三
十
年
十
二
月
十
五
日
発
行
）
の
「
県
民
室
の
窓
か
ら
」

の
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

「
県
民
室
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
県
民
の
た
め
の
室
で

あ
る
。（
略
）
今
年
四
月
か
ら
の
請
願
、
陳
情
の
内
容
を
検

討
し
て
み
る
と
、
県
民
生
活
の
動
き
と
い
う
も
の
が
把
握

で
き
る
。（
略
）
土
木
、
農
地
、
農
林
関
係
の
事
業
で
は
、

殆
ん
ど
全
県
的
に
し
か
も
陳
情
者
は
各
市
町
村
長
と
か
、

各
種
団
体
長
な
ど
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
山
形
市
七
日
町

地
内
の
県
道
側
溝
と
水
抜
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
沿
道

筋
の
人
々
か
ら
の
陳
情
を
初
め
、
農
地
問
題
、
遺
家
族
援

護
に
関
す
る
個
人
的
な
問
題
も
あ
り
、
県
行
政
が
、
県
民

生
活
に
直
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
。
六
月
末

の
最
上
、
庄
内
地
区
の
水
害
は
相
当
の
被
害
を
出
し
た
が
、

七
月
に
入
る
と
共
に
連
日
の
如
く
水
害
復
旧
の
陳
情
が

寄
せ
ら
れ
た
。（
略
）
八
月
中
の
晴
天
続
き
は
、
稲
作
に
大

豊
作
を
齎
し
た
一
方
、
開
拓
地
で
は
旱
害
に
見
舞
わ
れ
、

収
穫
半
減
、
或
い
は
皆
無
と
い
う
被
害
で
、
営
農
資
金
の

返
済
延
期
と
か
、
融
資
の
あ
つ
せ
ん
な
ど
の
救
済
方
陳
情

が
、
全
県
の
開
拓
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。（
略
）
一
件
一
件

を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
と
、
そ
の
折
々
の
県
民
生
活
の
動

き
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
県
民
生
活

の
中
か
ら
直
接
も
り
上
つ
て
く
る
県
民
の
声
を
き
ゝ
、
県

政
に
反
映
せ
し
む
る
こ
と
が
、「
県
民
室
」
の
大
き
な
役
割

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
同
年
十
月
二
十
六
日
、
県
民
と
知
事
が
直
接
対
話 

す
る
第
一
回
「
県
勢
懇
談
会
」
が
温
海
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
主
権
者
で
あ
る
県
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
は
、
次
第
に

山
形
県
政
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

図
４
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
長
井
市
で
行
わ
れ
た
県
勢
懇

談
会
「
一
日
県
庁
」
の
一
枚
で
す
。「
あ
な
た
の
声
を
県
政

に
・
・
・
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
看
板
に
見
え
ま
す
。
安
孫
子

県
知
事
を
囲
ん
で
大
勢
の
市
民
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。「
昭

和
三
十
三
年
四
月 

県
勢
懇
談
会
の
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
安

孫
子
県
政
一
期
目
の
こ
の
月
に
、
県
知
事
以
下
の
県
幹
部
二

〇
人
以
上
が
、
最
上
、
飽
海
、
田
川
、
東
南
村
山
、
西
村
山
、

北
村
山
、
西
置
賜
、
東
置
賜
の
八
地
区
で
県
勢
懇
談
会
を
開

き
、
そ
れ
ぞ
れ
各
市
町
村
の
首
長
、
議
会
議
長
、
農
協
組
合

長
な
ど
を
含
む
百
数
十
人
に
お
よ
ぶ
出
席
者
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
や
要
望
を
聞
き
、
県
側
の
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

同
様
の
企
画
は
以
後
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（『
山

形
県
史
』
通
史
編 

第
七
巻
） 

公
聴
会
か
ら
「
県
民
室
」・「
県
勢
懇
談
会
」
に
受
け
継
が

れ
た
民
主
主
義
の
思
想
は
、
身
近
な
政
治
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
戦
後
生
ま
れ
た
こ
う
し
た
思
想
を
ど

の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
が
、
今
日
の
私
た
ち
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
で
す
。 
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図４  県勢懇談会「一日県庁」（昭和38年 長井市） 
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